
                地域密着型金融の取組事例 2014 年 11 月 
 

  

経営の将来性を見極める融資手法をはじめ，担い手に適した資金供給手法の提供 

 

タイトル アグリシートファンドを活用した資本提供の取組み  

ＪＡ名 南すおう（山口県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

・法人名 農事組合法人 柳井ダイヤモンドローズ 

・主たる作目：花卉（バラ） 

・出資時期：平成 25 年 5 月 

・出資金額 1,000 万円 

・農業メインバンク機能強化の取組みの一環として、農業法人の安定した資本調

達ニーズに適切に対応するため、アグリシードファンドを活用した設備投資（シ

クスライトの張り替え）を実施。 

 

２ 概要 ・ アグリシードファンドを活用し、順次シクスライトの張り替えを行うことに

より、経営改善に取組んでいましたが、前年度は，バラの古い株の管理と新

しい株への入れ替えが上手くいかず、夏場の異常高温を受けたため、バラの

親株の樹勢が衰え、秋から冬にかけ出荷本数が減少したことにより生産力が

低下しました。 

・ 今年度は，昨年度の夏場の管理の失敗を反省に，古い株の管理と新しい株へ

の入れ替えを行うとともに出荷もコントロールしつつ栽培を行っています。 

・ また、夏場のエアコンや冬場の暖房等の燃料費値上げによる経費の増加もあ

りますが、生産量の増加と品質の向上を目指し、毎月１回のＪＡ等との定例

検討会議を実施し、関係機関とともに生産技術や高温対策、病害虫対策等に

取り組んでいるところです。 

 

３ 成果 

（効果） 

・ アグリシードファンド出資金（1,000 万円）で順次シクスライトの張り替えを

行っており、これにより栽培施設の太陽光透過率を上げ、燃料費等削減がで

き生産効率を高める一助となっております。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

・ ＪＡでも四半期毎に経営検討会議を実施し、計画どおりに経営改善できるよ

うサポートしていきます。 

 

 


